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令和６年度第１回ゆりが丘まちづくり会議のご報告 

 
〇会議の目的 

 ゆりが丘は平成元年に分譲開始以来、30 年以上が過ぎ、美しい緑に囲まれながら太平洋を一望でき

る丘の上の街として市街地環境が形成されてきました。 

現在は時間経過による居住者の世代交代や転出、また、少子高齢化などが進みつつあります。 

このことから、将来予想される様々な問題の発生を未然に防いでいくため、「人口の回復を早める策を

検討すること」を当面のまちづくりのテーマとして地域の皆様と検討していくことを目的としています。 

 

 

令和 6 年 6 月 19 日（水）19：00 より、ゆりが丘公民館会議室で令和 6 年度第１回ゆりが丘まち

づくり会議をおこないました。 

 

会議の結果・概要は以下のとおりです 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

（１）まちづくり会議の目的等について 

   ⇒出席者でまちづくり会議の目的を確認しました。 

 

（２）令和 5 年度まちづくり会議の振り返りについて 

   ⇒出席者で令和 5 年度まちづくり会議の振り返りをおこないました。 

 

(３) 令和 6 年度まちづくり会議の運営等について 

    ⇒令和 5 年度まちづくり会議を踏まえ、コアメンバーとサポートメンバー区分を止め、まち

づくり会議のメンバーを一本化することとしました。 

    また、将来ビジョンも再検討することとしました。 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
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ゆりが丘まちづくり会議について 

 

 

 

 【目的】                                                    

ゆりが丘は平成元年に分譲開始以来、30 年以上が過ぎ、美しい緑に囲まれながら太平洋を一望

できる丘の上の街として市街地環境が形成されてきました。 

現在は時間経過による居住者の世代交代や転出、また、少子高齢化など近年では、ゆりが丘地区

は年間 100 人ほどのペースで人口が減少しています。 

このことから、将来予想される様々な問題の発生を未然に防いでいくため、「人口の回復を早め

る策を検討すること」を当面のまちづくりのテーマとして地域の皆様と検討してきたいと考えます。 

 

 

 【取組にあたり】                                                       

地域対策の取り組みは地域全体で考え、最終的にはそれぞれの立場や活動分野を越えて連携する

ことで、一人ひとりが自分事として捉えられるよう、また、取り組みに積極的に参画してもらえる

よう気運を盛り上げていくことが重要です。 

 

■まちづくりの基本姿勢 
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 【組織について】                                                   

令和４年度に勉強会や組織運営を行う委員（コアメンバー）について町内会から 2 名ずつを選出

いただき、その後、地域に関わる組織等からワークショップに参加いただく委員（サポートメンバ

ー）を選出いたしました。 

 

 

                                

 

                             

  

 

 

 

 

 

 

 【ゆりが丘地区と名取市の歴史～昭和 50 年以降～】                       

 

 西暦（和暦） 内 容 備 考 

1975 年（Ｓ50）  名取市役所新庁舎完成 

1977 年（Ｓ52） 伊藤忠都市開発㈱により開発スタート 宮城農業高校開校 

1985 年（Ｓ60） ゆりが丘事業認可 施行面積 108.82ha、計画戸数 1710 戸、 

計画人口 6840 人 

〃 ゆりが丘市街化区域編入 139.5ha 館腰駅開業 

1986 年（Ｓ61） ゆりが丘造成工事 Ｓ61.8（8.5 豪雨） 

1989 年（Ｈ元） ゆりが丘分譲開始 尚絅短大名取校落成 

〃 ゆりが丘地区計画策定 相互台分譲開始 

1990 年（Ｈ2） 海の見える丘公園整備完了 那智が丘団地分譲開始 

1993 年（Ｈ5）  ゆりが丘小学校開校 

1998 年（Ｈ10）  みどり台中学校開校、仙台空港 3000ｍ供用開始 

2004 年（Ｈ16）  ゆりが丘児童センター開館 

2007 年（Ｈ19）  仙台空港アクセス線開通 

2009 年（Ｈ21） ゆりが丘地区計画 Ｃ地区追加 ヤマザワ跡地を住宅系に変更 

2011 年（Ｈ23）  東日本大震災 

2022 年（Ｒ4） ゆりが丘地区計画 Ｄ地区追加 尚絅学院の一部を住宅系に変更 

※白抜き：ゆりが丘関係 

町内会代表の委員（コアメンバー） 

住民、学生、地元企業、ＰＴＡなどの地域に係る組織 

や団体を中心とした委員（サポートメンバー） 

 

勉強会の他、運営、周知等

について検討していただ

きます。他サポートメン

バーと同様。 

 
ワークショップにおいて

ご意見、アイデア、施策等

の検討など。 

ゆりが丘まちづくり会議の構成 

10 名程度 

10 名程度 

＋ 
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 【各種データ関係】                                                    

■ゆりが丘の人口推移① 

ゆりが丘の平成 21 年から令和 5 年までの 15 年間の人口推移となります。平成 25 年から人

口が 100 人/年ペースで落ち始めています。一方、世帯数は増加を続けていることから高齢化した

親世帯が分離していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ゆりが丘 

世帯数 人口 

Ｈ21.3 1,702 5,503 

Ｈ22.3 1,754 5,567 

Ｈ23.3 1,766 5,541 

Ｈ24.3 1,778 5,511 

Ｈ25.3 1,784 5,474 

Ｈ26.3 1,788 5,369 

Ｈ27.3 1,793 5,311 

Ｈ28.3 1,793 5,192 

Ｈ29.3 1,804 5,122 

Ｈ30.3 1,814 5,031 

Ｈ31.3 1,820 4,900 

Ｒ2.3 1,842 4,813 

Ｒ3.3 1,858 4,751 

Ｒ4.3 1,868 4,659 

Ｒ5.3 1,883 4,602 
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■ゆりが丘の人口推移② 

 2005 年（平成 17 年）以降、ゆりが丘の人口は減少傾向にあり 2020 年（令和２年）には

4,543 人まで減少しています。今後も減少傾向で推移する見通しであり、一方、65 歳以上の人口

は増加する見通しです。特に、今後 10 年間は 70 歳以上の人口が増加する見通しです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、将来人口・世帯予測ツール ver.2（国土交通省） 

注：人口の推計値は地域の土地利用状況や面整備事業の予定地等を加味したものではなく、2020 年の人口を基準に地

域別の生存率、準移動率、子ども女性化、0～4 歳性比に基づき計算した値です。世帯数の計算値は、令和 2 年の世

帯人員に基づき計算した値です。 

1,251
830

527 390 294 193 140 99

3,817

3,941

3,612

2,998

2316

1716
1220

930

399
602

804

1155

1389

1585

1599

1388

5,467 5,373

4,943

4,543

3,999

3,494

2,959

2,417

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

（人）

（年）

１５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上

実績値 推計値

0 200 400 600 800

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳～

令和12年

令和２年

平成22年

（人）



- 5 - 

■高齢者関連 

 ・高齢者独居世帯数 １７６世帯（令和４年度末時点） 

  

 ・要介護認定者数（基準日 8.31） 

要介護度 地 区 
15 年前 

（Ｈ20） 

10 年前 

（Ｈ25） 

5 年前 

（Ｈ30） 

現在 

（Ｒ5） 

要支援１ 
名取市 59 325 437 534 

ゆりが丘 1 12 26 37 

要支援 2 
名取市 137 401 489 477 

ゆりが丘 7 20 31 30 

要介護１ 
名取市 348 475 658 782 

ゆりが丘 7 13 25 37 

要介護２ 
名取市 529 550 527 590 

ゆりが丘 21 17 12 28 

要介護３ 
名取市 441 365 364 429 

ゆりが丘 15 15 14 25 

要介護４ 
名取市 356 346 380 433 

ゆりが丘 8 14 13 16 

要介護５ 
名取市 269 270 267 350 

ゆりが丘 4 15 15 14 

合 計 
名取市 2139 2732 3122 3595 

ゆりが丘 63 106 136 187 
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■消防関連 

 ・ゆりが丘地区の救急搬送件数 

 2018 2019 2020 2021 2022 

出動件数 105 件 119 件 100 件 123 件 135 件 

搬送人数 101 人 114 人 92 人 113 人 120 人 

 

 ・ゆりが丘地区の事故種別救急件数 

年別 

事故種別 
2018 2019 2020 2021 2022 

火 災    1 件  

自 然 災 害      

水 難      

交 通 7 件 6 件 1 件 5 件 2 件 

労 働 災 害   1 件   

運 動 競 技    1 件 2 件 

一 般 負 傷 17 件 16 件 13 件 23 件 22 件 

加 害      

自 損 行 為 2 件 1 件   1 件 

急 病 79 件 95 件 85 件 93 件 107 件 

そ の 他  1 件   1 件 

合 計 105 件 119 件 100 件 123 件 135 件 

 
 

 

 【住民アンケート】                                                

 ゆりが丘住民アンケート調査は、ゆりが丘のことをどのように感じておられるのかをお聞かせい

ただくことにより、これからの将来ビジョンや取組を検討するための基礎資料としていくためのも

のとして下記の日程で行いました。 

 

（調査期間） 令和 5 年 9 月 25 日（月）～10 月９日（月） 

（調査対象） ゆりが丘在住の 15 歳以上の方から無作為に抽出された 1,000 人 

（調査方法） 郵送により発送し、ご記入後、同封の返信用封筒にて返送。無記名調査。 

（回答内容） 別紙のとおり 
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 【今後のスケジュール（案）】                                            

【令和 5 年度】 

令和 5 年 9 月２５日（月）   9/25（月）発送～10/9（月）締め切り 

10 月 19 日（木）  勉強会 （※コアメンバー対象） 

10 月 29 日（日）  第 2 回ワークショップ 

       ①ゆりが丘まちづくり会議の目的、地域の実状等 

   ②アンケート結果 

③第 1 回ワークショップの報告 

④グループワーク 

・地域の将来ビジョン 

・実現への取組 

令和 6 年 2 月頃        令和 5 年度報告会 

                 ①まとめ（推進合意） 

                 ②令和 6 年度に向けて 

                  ・プロジェクト計画期間設定 

                  ・組織について 

 

【令和６年度】 

①プロジェクトの計画について 

                 ②具体的事業に向けて方策検討 

 

※内容/日程は変更する場合がございます。 

 



令和５年度
ゆりが丘まちづくり会議

実施結果

令和５年度
ゆりが丘まちづくり会議

実施結果

1



（１）まちづくり会議のスケジュール案
まちづくり会議の取組は、３カ年を予定

（２）令和５年度検討方法
第１回ワークショップ、第２回ワークショップ及び住⺠アンケートを材料
に、地域にお住いの方々等の意見を基にした「将来ビジョン」を検討

（３）令和５年度の検討の流れ

１．まちづくりの検討方法のおさらい

2

住民アンケート
（良いところ、問題点等）

将来ビジョン
（まちづくりの方向性）

第１回ワークショップ
（地域の現状）

第２回ワークショップ
（地域の将来ビジョン）

注）検討状況によってはスケジュールを変更する場合があります。

R５ R６ R７

地域の
良さ・魅力等

(仮)まちづくりの
方向・方策等

(仮)まちづくりの
方策・主体等



3

２．アンケート及びワークショップの結果概要
（１）住⺠アンケートの結果概要

【ゆりが丘の魅力について】 【ゆりが丘の課題について】

⇒ 買物の利便性と交通条件が課題として認識
されている

⇒ 閑静な住環境や災害に対しての安全性が評価
されている

49.2%
36.8%

26.5%

25.0%

10.7%

10.0%

5.3%

3.6%

2.3%

1.8%

1.6%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住環境が閑静である

災害に対しての安全性が高い

眺望が良い

自然環境が良い

治安が良い

街並みが美しい

ご近所づきあいが良い

分からない

教育環境が充実している

交通条件が良い

買い物の利便性が高い

その他

災害に対しての安全性が高い

住環境が閑静である

ゆりが丘の魅力 回答数 得票率

眺望が良い 161 26.5%

ご近所づきあいが良い 32 5.3%

街並みが美しい 61 10.0%

住環境が閑静である 299 49.2%
教育環境が充実している 14 2.3%

自然環境が良い 152 25.0%

買い物の利便性が高い 10 1.6%

交通条件が良い 11 1.8%

治安が良い 65 10.7%

災害に対しての安全性が高い 224 36.8%
分からない 22 3.6%

その他 9 1.5%

回答者数 608 －

80.3%
60.9%

8.7%

5.6%

5.1%

4.1%

3.3%

2.5%

2.0%

1.2%

1.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物の利便性が低い

交通条件が悪い

その他

街並みが崩れてきている

自然環境が荒れてきている

災害に対しての安全性が低い

ご近所づきあいが良くない

閑静な住環境が失われてきている

分からない

眺望が悪い

教育環境が悪化している

治安が悪化している

交通条件が悪い

買い物の利便性が低い

ゆりが丘の課題 回答数 得票率

眺望が悪い 7 1.2%

ご近所づきあいが良くない 20 3.3%

街並みが崩れてきている 34 5.6%

閑静な住環境が失われてきている 15 2.5%

教育環境が悪化している 7 1.2%

自然環境が荒れてきている 31 5.1%

買い物の利便性が低い 488 80.3%
交通条件が悪い 370 60.9%
治安が悪化している 5 0.8%

災害に対しての安全性が低い 25 4.1%

分からない 12 2.0%

その他 53 8.7%

回答者数 608 －
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２．アンケート及びワークショップの結果概要
（１）住⺠アンケートの結果概要

【尚絅学院大学について】 【海の見える丘公園について】

⇒ 多様な役割・機能が期待されている

⇒ 大学敷地・施設利用が期待されていた

地区住⺠との連携
による大学敷地・

施設利用
52.1%

ゆりが丘を
フィールドにし
た研究や講義等

の展開
14.8%

学⽣と地区住⺠
との交流の機会

の創出
14.5%

その他
9.2%

大学敷地内における下宿の整
備等、居住の受け皿の確保

5.4%

無回答・無効
3.9%

尚絅学院大学に期待するまちづくり 回答数 割合

ゆりが丘をフィールドにした研究や講義等の展開 90 14.8%

学生と地区住民との交流の機会の創出 88 14.5%

地区住民との連携による大学敷地・施設利用 317 52.1%

大学敷地内における下宿の整備等、居住の受け皿の確保 33 5.4%

その他 56 9.2%

無回答・無効 24 3.9%

合計 608 100.0%

子どもが安全に遊具
遊びができる公園

18.3%

ゆっくり休むこと
ができる公園

15.5%

イベントや行事など
様々な活動を楽しむこ

とができる公園
14.3%

高齢者が健康
づくりを行え

る公園
12.7%

幼児が安全に走り回る
ことができる公園

9.0%

その他
7.1%

地区外から多くの人が
眺望などを楽しみに集

まる公園
6.7%

小中学生などが広場を
多目的に利用できる公

園
6.6%

大人が運動やレクリ
エーションを楽しめる

公園
5.9%

無回答・無効
3.9%

海の見える丘公園のあり方 回答数 割合

子どもが安全に遊具遊びができる公園 111 18.3%

幼児が安全に走り回ることができる公園 55 9.0%

ゆっくり休むことができる公園 94 15.5%

高齢者が健康づくりを行える公園 77 12.7%

小中学生などが広場を多目的に利用できる公園 40 6.6%

大人が運動やレクリエーションを楽しめる公園 36 5.9%

イベントや行事など様々な活動を楽しむことができる公園 87 14.3%

地区外から多くの人が眺望などを楽しみに集まる公園 41 6.7%

その他 43 7.1%

無回答・無効 24 3.9%

合計 608 100.0%
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２．アンケート及びワークショップの結果概要
（２）第１回ワークショップの結果概要

交通

車 バス

渋滞 時間の方向

高齢化に
起因する問題

独居問題

要介護

空家の発生

情報弱者

生活サービスの享受

活気低下

コミュニティの新陳代謝

コミュニティ運営

子育て世帯の
不参加

自治会の交流
少ない

世代間交流

公園施設・管理
に係る問題

使い方
（ルール）

樹木管理

駐車場不足

基盤施設の
維持管理

街路樹

維持管理

道路

維持管理

生活不便

買物

診療所

カフェ
遊ぶ場所
（集まる場所） 娯楽

大学

地域連携
（コミュニティとして）

自然に
係る問題

落葉

虫

獣害

【変えたいもの】

閑静な地域閑静な地域

住居が主住居が主 地区計画がある地区計画がある

バスが多いバスが多い
災害に強い災害に強い

イベントが豊富イベントが豊富

スポーツ大会スポーツ大会

おまつりおまつり芋煮芋煮

人材が豊富人材が豊富

見守り隊見守り隊

意識が高い人
がいる

意識が高い人
がいる

積極的な人が
いる

積極的な人が
いる

知識人がいる知識人がいる

自然がある自然がある

景観が良い景観が良い

街街

眺望良い眺望良い

公園が近い公園が近い

犯罪が少ない犯罪が少ない

子どもが遊べる子どもが遊べる

象徴的象徴的

大学がある大学がある

生涯学習生涯学習若い人若い人

【残したいもの、活かしたいもの】

楽しみの不足
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２．アンケート及びワークショップの結果概要
（３）第２回ワークショップの結果概要

・コミュニティ内のハードルの
低いまちづくり

・世代間交流のあるまちづくり
・住みやすく住民のコミュニ
ケーションがあるまち

・多世代の交流が活発なまち
・高齢者・若者のそれぞれのこ
とを考えられるまち

・住民維持の
まち

・楽しみのある
まち
・自然の楽しみ
・楽しいまち

【将来ビジョン】

【将来ビジョンの実現に向けた方策】

円滑なコミュニティ運営

・活動組織の情報共有、連携
・自治会運営マニュアルをつくる
・自治会役員の世代交代

組織づくり

・地域づくりに関わる組織
・第３セクター立ち上げ
・ビジネスモデルをつくる
・活動組織の情報共有

デジタルを活用した情報共有

・情報共有
・SNS発信
・情報発信の多様化
・独居者等見守りのためのデジタルツール利用
・スマホ教室の開催

大学との連携

・市や住⺠から大学のサークルに課題解決を依頼
・自治体と連携する授業をつくる

楽しめる場の創出

・海の見える丘公園の再整備
・空き家に企業を誘致（カフェ、ショップ等）

・地域と大学の連携
が活発なまち

・大学生が自治に関
わる街

健康に暮らせる環境整備

・比較的平坦な散策路の整備



7

３．将来ビジョン（まちづくりの方向性）の整理

・アンケートの結果と第１回ワークショップの結果を踏まえて、第２回ワークショップで検討された
「将来ビジョン」は、コミュニティに関するものを中心に集約され、明確な方向性が打ち出されました。
・これは、ゆりが丘の住⺠に共通の意識が存在するためと考えられます。
・皆さまからいただいたご意見を踏まえ、ゆりが丘の将来ビジョン（案）を「つないでゆくから、楽しい。」とし
て定め、目指す方向性を共有した上で来年度以降の具体的な取組・活動を継続していくことが考えられます。

【将来ビジョン】【変えたいもの】 【残したいもの、活かしたいもの】

高齢化に起
因する問題

コミュニティ運営

公園施設・管
理に係る問題

基盤施設の
維持管理

生活不便

大学

自然に係る
問題

楽しみの不足

閑静な地域閑静な地域

バスが多いバスが多い

災害に強い災害に強い

イベントイベント

人材が豊富人材が豊富

自然がある自然がある

景観が良い景観が良い

公園が近い公園が近い

犯罪が少ない犯罪が少ない

大学がある大学がある

将来ビジョン（案）「つないでゆくから、楽しい。」

・コミュニティ内のハードルの低いまちづくり
・世代間交流のあるまちづくり
・住みやすく住民のコミュニケーションがあるまち
・多世代の交流が活発なまち
・高齢者・若者のそれぞれのことを考えられるまち

・住民維持のまち

・楽しみのあるまち
・自然の楽しみ
・楽しいまち

・地域と大学の連携が活発なまち
・大学生が自治に関わる街

名取市ゆりが丘



令和５年度の結果

１．ゆりが丘の将来ビジョン（まちづくりの方向性）
・高齢化の進行や世代間の価値感の違い等を背景とした
「コミュニティ」に関して意見が集中しました。

・加えて、自然環境の活用も含めた「楽しみのあるまち」
の方向性、さらに「大学との連携があるまち」の方向性
打ち出されました。

・このような将来ビジョンの実現に向けて、以下を柱とし
た方策を皆様は考えています。

①円滑なコミュニティ運営

②大学との連携

③楽しめる場の創出

④健康に暮らせる環境整備

⑤デジタルを活用した情報共有の改善

⑥組織づくり

令和６年度以降の取組の方向（案）

２．ゆりが丘まちづくり会議の運営について
・ワークショップや勉強会において、若い世代の会議へ
の参加を望む意見がありました。

１．テーマ別のまちづくり会議の運営
・令和５年度に整理した6テーマに分けた運営が考えれます。
・テーマ毎に具体の取組方策についてお住まいの方々や関係
者を交え検討していくことが考えられます。

デジタルを活用した情報共有

組織づくり

大学との連携

健康に暮らせる環境整備

楽しめる場の創出

２．ゆりが丘まちづくり会議の組織改編
・コアメンバーとサポートメンバーの区分を廃止し一本化す
ることが考えられます。

・若い世代のメンバーを加えることが考えられます。
8

５．令和５年度の結果と今後の取組の方向

円滑なコミュニティ運営

つないでゆくから、楽しい。

【テーマ】

【将来ビジョン(案)】



1 

令和６年度まちづくり会議の運営等 

 

１．まちづくり会議の運営 

・令和５年度のまちづくり会議の運営は、会議のテーマの妥当性や運営の円滑化を目的とし
て、コアメンバーへの事前相談を経たうえで、サポートメンバーを含むまちづくり会議を
実施する体制で行ってきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・令和６年度のまちづくり会議の運営は、会議の情報・認識共有をしやすくするため、以下

のような運営体制で進めることが考えられます。 
 
 
 
 
  

名取市 
都市計画課 

まちづくり会議 
コアメンバー 

まちづくり会議 
コアメンバー + サポートメンバー 

①会議の内容や
進め方の提
案・ご相談 

②市の案に対
して意見 

③コアメンバーの
意見を踏まえた
修正案で運営・
提案 

④ご意見 

コンサルタント 
サポート 

名取市 
都市計画課 

コンサルタント 
サポート 

まちづくり会議 

①会議の内容や
進め方の提
案・ご意見 

②必要な支援 

R5

R6
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２．令和６年度のまちづくり会議の議論のテーマ 

 ・令和５年度のまちづくり会議にて、以下のような将来ビジョンを策定し、テーマを６つ
に絞り込みました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・これらを今年度の議論の参考にしていただければと思います。 
 
 

 

デジタルを活用した情報共有 

組織づくり 

大学との連携 

健康に暮らせる環境整備 

楽しめる場の創出 

円滑なコミュニティ運営 

つないでゆくから、楽しい。

【テーマ】 

【将来ビジョン】 


